
16大村市議会だより

 

山
口

　弘
宣 

議
員

市
制
施
行
75
周
年
の
記
念

行
事
は
大
々
的
に
行
わ
れ

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
相
撲
協
会
が
計
画
し

て
い
る
大
相
撲
地
方
巡
業
大
村
場
所
の

実
施
に
向
け
て
、
全
面
的
な
支
援
を
お

願
い
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
西
大

村
小
学
校
に
あ
る
相
撲
場
の
土
俵
に
屋

根
が
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
早
急
に

屋
根
の
設
置
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

 

大
相
撲
地
方
巡
業
大
村
場
所
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
12
月
３

日
に
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
で
開
催
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
大
村
市

相
撲
協
会
を
中
心
に
、
市
や
関
係
団
体

と
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
広
報
や
チ

ケ
ッ
ト
販
売
、
物
販
な
ど
可
能
な
限
り

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
。
ま
た
、
西
大

村
小
学
校
の
相
撲
場
に
つ
い
て
は
、
屋

根
を
少
し
で
も
早
く
設
置
で
き
な
い

か
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

山
口

　弘
宣 

議
員

か
ん
さ
く
会
館
は
、
地
縁

団
体
で
あ
る
か
ん
さ
く
会

が
建
物
を
登
記
し
て
お

り
、
同
会
の
所
有
物
で
あ
る
た
め
、
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
三
浦
地
区
と
行

政
側
双
方
に
苦
悩
が
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
住
民
主
導
型
地
域
活
性
化
事
業

が
見
直
さ
れ
て
い
る
中
、
次
年
度
以
降

の
か
ん
さ
く
会
館
の
維
持
管
理
費
の
助

成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨

ま
れ
る
の
か
尋
ね
る
。

か
ん
さ
く
会
館
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
住
民
主
導
型
地
域

活
性
化
事
業
を
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

次
年
度
以
降
、
本
事
業
が
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
か
現
時
点
で
は
は
っ
き
り

と
定
ま
っ
て
い
な
い
。
同
会
館
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
規
模
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、
地
元
の
方
が
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
理
解
し
て
い
る
た
め
、
今
後
も
地

元
の
方
と
十
分
協
議
を
続
け
、
よ
い
対

処
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

城

　幸
太
郎 

議
員

職
員
の
仕
事
に
対
す
る
や

る
気
を
保
ち
、
さ
ら
に
人

材
育
成
の
面
で
も
全
職
員

を
対
象
と
し
た
人
事
評
価

制
度
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。さ
ら
に
、

公
平
・
公
正
な
制
度
と
す
る
た
め
に
は
、

上
司
が
部
下
を
評
価
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
部
下
に
よ
る
上
司
の
評
価
や
同
僚

間
の
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
上
下
左
右
、
複
数
の
人
が
評
価

で
き
る
３
６
０
度
評
価
を
提
案
し
て
い

た
が
、
導
入
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

人
事
評
価
に
お
け
る
３
６
０
度

評
価
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施

し
て
い
る
人
事
評
価
制
度
が
試
行
段
階

か
ら
実
施
に
入
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
、
現
在
の
制
度
を
効
果
的
、

有
意
義
な
も
の
と
し
て
、
定
着
さ
せ
た

上
で
、
検
討
し
た
い
。

城

　幸
太
郎 

議
員

町
内
会
加
入
率
に
つ
い
て

は
、
20
年
間
で
10
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
、
現
在
約
79
％

で
あ
る
。
町
内
会
加
入
率

の
向
上
は
子
供
会
や
老
人
会
の
加
入
に

つ
な
が
り
、
市
民
力
の
ア
ッ
プ
に
貢
献

す
る
と
考
え
る
。
３
、
４
月
の
転
入
者

が
増
え
る
時
期
に
、
市
民
課
窓
口
で
加

入
促
進
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

市
職
員
の
加
入
率
は
約
97
％
で
あ
る

が
、
ま
だ
未
加
入
者
が
い
る
。
加
入
は

任
意
で
あ
る
が
、
率
先
し
て
加
入
し
、

町
内
会
運
営
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。

市
民
課
窓
口
に
お
け
る
町
内
会

加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、
転
入

時
に
町
内
会
名
、
会
長
名
、
連
絡
先
を

記
載
し
た
も
の
を
毎
回
お
渡
し
す
る
よ

う
に
す
る
。
ま
た
、
市
職
員
の
町
内
会

加
入
率
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
九
十

六
、
七
％
で
あ
り
、
限
界
に
来
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
加
入

の
た
め
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
働
き
か
け

た
い
。

朝
長 

英
美 

議
員

大
型
工
事
に
お
い
て
、
分

離
・
分
割
発
注
と
す
る
こ

と
は
可
能
な
の
か
。ま
た
、

農
業
災
害
復
旧
工
事
の
施

工
業
者
に
対
し
、
総
合
評
定
値
の
主
観

点
に
加
点
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

ま
た
、
土
木
一
式
工
事
の
一
般
競
争
入

札
で
の
数
十
者
に
も
の
ぼ
る
応
札
者
数

は
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
が
計
画
す
る
大
型
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
内
建
設
業
者
が
受

注
で
き
る
よ
う
可
能
な
限
り
分
離
・
分

割
発
注
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

29
年
度
か
ら
、
元
請
と
し
て
農
林
及
び

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
を
完
成

さ
せ
た
業
者
に
対
し
て
、
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
評
価
し
、
主
観
点
へ
の
加
算

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
応
札
者
数

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
主

観
点
を
入
札
参
加
条
件
に
加
え
る
こ
と

に
よ
り
、
適
正
な
数
と
な
る
よ
う
入
札

制
度
を
改
善
し
た
い
。

A

全
職
員
へ
の
人
事
評
価
制
度
の

　
　
　
　
　
　
導
入
に
つ
い
て

町
内
会
加
入
へ
の
促
進
、

　
　
職
員
の
加
入
率
に
つ
い
て

契
約
行
政
に
つ
い
て

A A

A

A

大
相
撲
地
方
巡
業
大
村
場
所
の

　
　
　
　
　
　
誘
致
に
つ
い
て

か
ん
さ
く
会
館
に
つ
い
て


